
報告会

東日本大震災・真実の姿
ボランティアの群像を伝える若者

日  時 2011年12月18日（日） 午前10時から12時 

会  場 大阪市立「総合生涯学習センター」 第１研修室

大阪市北区梅田1-2-2-500 大阪駅前第2ビル5階

JR北新地駅真上、JR大阪駅徒歩5分、地下鉄西梅田駅徒歩3分
発  表 大阪府立三国丘高等学校（全日制） 社会科研究部 

副部長兼渉外担当 １年 瀧本 善斗さん  他 ゲスト 

主  催  共生社会東日本地震被災者救援・支援の会

協  力  社会福祉法人 大阪ボランティア協会 

予約：不要 参加：無料

3月11日の東日本大震災発生直後、大阪市立大学大学院創造都市研究科都市共生社会研究分野の教員・院生・修了生を中心に設

立された任意団体です。宮城県気仙沼周辺地域の被災者への救援と地域の復興活動を支援するために、大阪でNPO、行政、企業と

連携しながら活動を進めています。

★お問い合わせ★

共生社会東日本地震被災救援・支援支援の会（坂口）

メールアドレスsakappmm@skyblue.ocn.ne.jp

共生社会東日本地震被災者救援支援の会について

3月11日の東日本大震災以降、被災地では、さまざまなボ

ランティア活動が展開されました。特に震災直後は瓦礫の撤

去泥かき、物資の配送などについては、多くの若者の力が被

災地の復興を支えました。その一方で、メディアをとうして

被災地の姿や、ボランティア活動に関わる人々の姿を伝えよ

うとする若者達もいました。

大阪府立三国丘高校社会科研究部は、この夏、大阪府内8
つの高校生が参加した、共生社会東日本地震被災者救援・支

援の会主催の「高校生気仙沼支援ボランティア」に同行取材

し、ドキュメンタリー･

ニュース番組を制作しまし

た。この番組は、「三丘ス

テーション」で放映されます。その発表をとおし彼達

のメッセージ「多くの人に真実の姿を知ってもらいた

い そして今何がができるか…」について、皆さんと

一緒に考えていきたいと思います。ゲスト・専門家も

お招きする予定です。お忙しいと思いますが、ぜひ、

ご参加下さい。なお、この事業は、「大阪府新しい公

共支援事業」の補助金を受けて実施されるものです。


